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 教育研究創成センターFD開発部門・未来共創プラン戦略8共催 全学FD・SD研修会

東京大学大学院教育学研究科大学経営・
政策コース修士課程修了。大学職員を経
て文部科学省に転籍。高等教育局大学振
興課にてFD・SD、3ポリシーやAP事
業、専門教育課にて大学教育のDX等を
担当。2021年より桐蔭横浜大学に着
任、2022年より現職。
本学には、2018年と2024年にもSD、
FDの講師として来学、ご講演をいただ
いている。

『知の総和』答申と大学教育の未来
― 学習者本位、質、シェアリング
―

お問い合わせ 教務企画課　教育高度化支援係

0566-26-2717
kyoiku-kikaku@m.auecc.aichi-edu.ac.jp

 2025年2月、中央教育審議会からいわゆる「「知の総和」答申」が出されました。そのなかでは、大学に
おける教育研究の「質」のさらなる高度化として、①学修者本位の教育のさらなる推進、②多様な学生の
受け入れの促進、③大学院教育の改革、④研究力の強化、⑤情報公開の推進などが挙げられています。ま
た、今後は、在学中に大学が学生の力をどれくらい伸ばすことができたのかを公表するなど、社会に対す
る大学の説明責任に重点を置いた認証評価が行われていく見通しです。このような状況をふまえ、本学に
おいても、学修者本位の教育への転換、さらには質の高い教員養成・教育支援専門職養成をどのように図
っていくかが焦眉の課題となっています。
 今回のFD・SD研修会では、まず、河本達毅先生（桐蔭横浜大学副学長・事務局長）から、大学教育政策
の動向、ならびに今後求められる大学教育のあり方や考えるべき課題について、具体的にお話しいただき
ます。続いて、その講話を踏まえて、本学において今後どのように教育改善を進めていけばよいか、ワーク
ショップ形式で検討します。

講師

桐蔭横浜大学副学長・事務局長

先生河本達毅
場所

対象

参加方法

参加申込

目標

レベル

段階

FD・SDに対する評価方法

本部棟３階　第一会議室

本学教職員

6月10日（水）までに以下フォームからお申込みください。
https://forms.office.com/r/Dcz0cQvzCs
※ポスターの二次元コードからもお申し込みいただけます。

大学教育政策の動向を理解した上で、今後求められる
大学教育のあり方（授業レベル、カリキュラムレベ
ル）について説明できる。

ミクロレベル、ミドルレベル

Ⅰ導入、Ⅱ基本

事後アンケート

対面参加のみ
（後日、オンデマンドで配信予定）

https://forms.office.com/r/Dcz0cQvzCs
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